
Ｑ
、
令
和
5
年
度
と
6
年
度
の

教
員
の
平
均
超
過
勤
務
時
間
は
。

Ａ
、
令
和
５
年
度
の
小
学
校
が

28
・
7
時
間
、
中
学
校
が
32
・

4
時
間
、
令
和
６
年
度
は
、
小

学
校
が
30
・
2
時
間
、
中
学
校

が
35
・
4
時
間
で
し
た
。

Ｑ
、
残
業
上
限
規
制
を
超
え
た

教
員
の
人
数
に
変
化
は
あ
る
か

Ａ
、
「
月
45
時
間
」
を
超
え
た

教
員
に
つ
い
て
は
、
令
和
５
年

度
は
171
人
、
令
和
６
年
度
は
162

人
で
す
。
産
業
医
の
面
談
が
義

務
付
け
ら
れ
る
「
月
80
時
間
」

を
超
え
る
残
業
が
３
ヶ
月
以
上

続
い
た
教
員
に
つ
い
て
は
、
令

和
５
年
度
は
１
人
、
令
和
６
年

度
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
「
月

100
時
間
」
を
超
え
た
教
員
に
つ

い
て
は
、
令
和
５
年
度
は
２
人
、

令
和
６
年
度
は
い
ま
せ
ん
で
し

た
。

Ｑ
、
持
ち
帰
り
を
増
や
さ
な
い

残
業
削
減
の
方
策
は
。

Ａ
、
「
学
校
に
お
け
る
働
き
方

改
革
取
組
方
針
」
を
示
し
推
進

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
具
体

的
に
は
、
市
内
の
小
学
校
中
学

校
す
べ
て
に
教
員
業
務
支
援
員

を
、
中
学
校
に
は
非
常
勤
講
師

を
、
市
の
予
算
で
配
置
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
部
活
動
に
お
け

る
教
員
の
負
担
軽
減
の
た
め
、

中
学
校
に
部
活
動
指
導
員
を
配

置
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
部

活
動
の
地
域
展
開
に
向
け
て
議

論
を
深
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

さ
ら
に
、
比
較
的
規
模
の
大
き

い
３
中
学
校
に
自
動
採
点
シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
ま
し
た
。
今
後

も
超
過
勤
務
や
持
ち
帰
り
業
務

を
減
ら
し
て
い
け
る
よ
う
に
、

引
き
続
き
教
員
が
働
き
や
す
い

環
境
を
整
え
る
取
組
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

Ｑ
、
各
学
校
の
職
員
室
な
ど
に
、

勤
務
時
間
や
休
憩
時
間
を
明
示

す
る
掲
示
は
あ
る
か
。

Ａ
、
勤
務
時
間
や
休
憩
時
間
を

明
示
し
た
日
課
表
を
職
員
室
に

掲
示
し
て
い
る
学
校
数
は
、
１

校
で
し
た
。

Ｑ
、
教
員
が
休
憩
時
間
に
休
め

て
い
る
か
。

Ａ
、
子
ど
も
の
見
守
り
や
ト
ラ

ブ
ル
の
対
応
、
授
業
準
備
な
ど
、

休
憩
を
し
っ
か
り
と
る
こ
と
が

で
き
て
い
な
い
教
員
が
い
る
の

が
現
状
で
す
。
こ
の
こ
と
に
つ

い
て
は
、
教
育
委
員
会
と
し
て

課
題
と
捉
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
、
県
の
育
児
休
暇
の
取
得
者

数
と
取
得
率
は
。

Ａ
、
法
で
定
め
ら
れ
た
育
児
休

業
の
他
に
、
県
の
特
別
休
暇
と

し
て
５
日
間
の
「
男
性
職
員
育

児
休
暇
」
の
取
得
が
認
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
取
得
者
数
は
、
令

和
４
年
度
は
１
人
、
令
和
５
年

度
は
1
人
、
令
和
６
年
度
は
5

人
が
取
得
し
て
い
ま
す
。
今
後

も
男
性
教
員
が
取
得
で
き
る
よ

う
周
知
を
行
っ
い
き
ま
す
。

Ｑ
、
教
員
に
子
ど
も
の
権
利
を

研
修
す
る
場
は
。

Ａ
、
子
ど
も
を
自
立
し
た
権
利

主
体
と
し
て
捉
え
、
子
ど
も
一

人
ひ
と
り
の
最
善
の
利
益
を
第

一
に
考
え
る
こ
と
は
、
社
会
全

体
と
し
て
大
切
に
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
こ
と
で
あ
り
、
当
然
、

学
校
に
お
い
て
も
子
ど
も
の
権

利
が
守
ら
れ
る
場
で
な
く
て
は

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

教
育
委
員
会
と
し
て
も
、
「
子

ど
も
の
権
利
条
約
」
「
こ
ど
も

基
本
法
」
「
米
原
市
こ
ど
も
計

画
」
を
用
い
て
、
改
め
て
子
ど

も
の
権
利
へ
の
理
解
を
促
し
、

学
校
で
教
職
員
へ
も
周
知
す
る

よ
う
指
導
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
、
子
ど
も
の
安
全
と
最
善
の

利
益
を
尊
重
す
る
学
校
行
事
を
。

Ａ
、
日
本
で
唯
一
、
地
上
戦
が

行
わ
れ
た
沖
縄
に
お
い
て
平
和

学
習
を
行
う
こ
と
は
、
中
学
生

の
多
感
な
時
期
に
大
変
意
義
の

あ
る
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

生
徒
は
慣
れ
な
い
環
境
で
生

活
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、

「
民
泊
」
を
仲
介
す
る
旅
行
会

社
と
は
事
前
に
入
念
な
打
ち
合

わ
せ
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
今
後
も
、
修
学
旅
行
が
生

徒
一
人
ひ
と
り
に
大
切
な
思
い

出
と
な
る
よ
う
、
安
全
面
に
は

十
分
に
配
慮
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
、
公
立
認
定
こ
ど
も
園
の
保

育
教
諭
は
足
り
て
い
る
か
。

Ａ
、
認
定
こ
ど
も
園
は
、
12
時

間
を
開
園
時
間
と
し
、
保
育
教

諭
の
配
置
は
、
配
置
基
準
に
基

づ
き
、
雇
用
条
件
に
応
じ
て
シ

フ
ト
を
組
ん
で
行
っ
て
ま
す
。

一
方
で
、
現
在
７
割
強
の
子
ど

も
が
11
時
間
の
利
用
認
定
で
あ

る
こ
と
、
早
朝
・
延
長
保
育
の

ニ
ー
ズ
が
増
加
す
る
中
、
短
時

間
勤
務
等
、
多
様
な
雇
用
形
態

の
職
員
を
雇
用
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
シ
フ
ト
調
整
に
苦
慮
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
保
育
教

諭
は
、
子
ど
も
の
発
達
の
過
程

を
見
通
し
、
教
育
お
よ
び
保
育

活
動
を
総
合
的
に
展
開
し
て
い

く
ほ
か
、
保
護
者
と
の
連
携
や
、

地
域
の
子
育
て
支
援
に
も
携
わ
っ

て
お
り
ま
す
。
利
用
者
が
お
子

さ
ん
を
安
心
し
て
預
け
ら
れ
、

保
育
の
質
を
担
う
保
育
教
諭
も

安
心
し
て
働
け
る
よ
う
持
続
可

能
な
保
育
制
度
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。
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6
月
定
例
会
で
の
山
脇
議
員
の
一
般
質
問
と
、
そ
の
答
弁
概
要
を
掲
載
し
ま
す
。
山
脇
議
員
は
初

日
の
9
日
3
番
目
に
行
い
ま
し
た
。
市
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
動
画
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

合
わ
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

山
脇
議
員
の
一
般
質
問

教
員
の
働
き
方
は
大
丈
夫
か

子
ど
も
の
権
利
を
守
る
研
修
は

保
育
教
諭
は
足
り
て
い
る
の
か


